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　私の紅焔観測
My　Prominence　Observations
伊遙英太郎　’Eitaro　Dαte．
　観測の動機と使用器械一約10年前の一日，花山天文毫を訪れた時，今はなき
中村要先生から，『これな紅焔用分光器と云って，この8糎の反射鏡に取付けて
プジミネンスを見てゐます．一寸電燈に透して覗いて御覧』と仰言の乍ら，小
型の分光器を見せて下さった．覗いて見ると赤や黄の美しいスペノトルが見ら
れた事を畳えてみる．．これが，今自分の手許にあって太陽紅焔の襯測に使用し
てみるヒルが製紅焔用分光器簑ある．
　北海道での2回，纂轡での1回，都合3回の皆既日食を家事や病氣の爲に参
　　　　ジ加し得なかった筆者として，コロナは藪し：方なV・が，せめてプPtミネンス蠕け
でも見たV・ものだ！1と去ふ欝渡たる希望は，最近屈折望遠鏡の入手と共に急激
に；昂まり，途に山本會長に御願ひして，上記分光鏡を拝借し，去る8月下旬か
ら紅焔の観測を初めたものである．
　使番器械一ここで使用望遠鏡について一寸記すと，機械課長木邊成麿氏御
會心の作になる7．6糎（F．L．1200粍）屈折望遠鏡を，以前11糎反射望遠鏡（無
鍍銀鏡にて，太陽爲眞撮：影に専用せるもの）を取付けてみた手動赤動儀に，大
工の手に依って木細工で取付け（金騒製品製作不能のため），これに，紅焔鏡を
取付けて使用する事としたが，元三が反射鏡用に設計された赤道儀に屈折鏡を
取付けた爲，ビラiが低過ぎる上に赤緯の微動ハンドルの桿の長さが短かく，
長い紅焔鏡を取村けた場合，操作に困難してるるが，とに角そのま」使用して
みる．
　一一：方，紅焔分光器の方は，英國ヒルが肚の製作になる簡便な小型の分光器
で，全長20糎，太さ25粍程度の小型のもので，接脹部にネヂ込み使用する．
内部構造は，前部から順次，防塵午面ガラス，幅を自由に調節出來るスリジト
（長サ4糎），コリメ1タいレンズ，透過グレiティソグ（フィルム・レプリカ），
小型望遠鏡となってみる．スペクトルは透過グレ1ティングに依る第1次スペ
クトルの赤黄部（λ6563邊…りからλ5876邊り迄）が見られる構造になってみ
る．そして覗野の中央邊にC線（師ちHα線）が見えており，このC線上に
赤色の紅焔が美しく浮び出す繹である。
　紅蟻を見る泡一望遠鏡の操作と云ふ事に相當馴れてみるつもりの筆者も，太
陽彩履部をスリット上に保持する事には一寸苦勢した．尤も，赤道儀が自動式
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でなく手動式である故もあるが，それに，赤道儀も赤平赤緯のス・1モ1シヨ
ンに少し遊びもあり，星を皆野の中央附近に保持する事は出來ても，彩二部を
スリヅトから外さなV・様動かす事は相等難しい．尤もこれは熟練に依って，簡
軍に克服する事が出撃た．そして，9月1日，筆者として紅焔第1號とも構すべ
き最初の紅焔が太陽の北西端に見られた時は思はす快哉を叫んだものである．
　爾後と將來一上記紅焔鏡には，方位角を示す位置i環が別に取付けてないの
で，9月17日に手製で，：方位盤を作り，接眼部に取付けて四時，紅焔の方位角
を正しく決定し得る様になった．
　スリットの長さが4粍，聞納占に於ける太陽像の直経が12粍弱であるから，こ
の分光器の・・。・蜘作られる・ぺ・・ルの幅は，大型陽随働÷が
見えてみる事になり，これに依り紅焔の大髄の長さが知れるが，問題は紅焔の
高さの測定である．大型分光器では，スリットの幅が廻輻ネヂの目盛で護み取
れる檬になってゐ一 驍ｪ，この簡易分光鏡では直接それを護み取る装置はつけら
れてるないので，紅焔の高さの測定は困難であり，．只スリヅトの幅に封しての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ極く概略の大きさを知る事が出來るのみであるが，筆者としては，今後，スリヅ
1・の開閉環の廻し：方を工夫して，何とか適當な方法を考へたいと希望してみる．
　以下，観測を初めて以來9月末迄の紅焔観測の結菓を下記する．省，この報
告は，今後毎月の天界叉は急報に報告し，』太陽課員諸氏の御参考の一助とした’
v、．
　S月一分光鏡の操作練習中に鶴只彩磨部を認めナこに過ぎず，紅焔と群すべきものは
認めておらない．
　9月一1日に初めて紅焔を認む．方位角が劃然と剣らないが，北西部である．形H犬は
艀止状．この頃は未だスリット上に太陽の全周邊を保持さぜる操作に馴れ搬ため，断片的
にアチコチの周邊を見てみたに過ぎない．
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　2日には著しい紅焔無し。
　3日，同上，
　4日，西縁少し南寄りの位置に稽著しき静止欺紅焔あb．
　5日及6日……雲多く観測不能．
　7日（8時00分）……南西部に梢大なる翻IL状，及東縁南北に小さいもの2つ，西遇に同
じく小さいもの1つを認む．
　8日・・ρ…曇天．
　9日……太陽面・には北丁目低緯度に大黒黙群が突登西縁に近付きつ～あり，この群の西
没に際し相當著しい紅焔を認め得る事と回想す．紅焔は南町と西縁に小さいもの各1個・
．10日……曇天．
　11日（9蒔）……小さいものが3個見えたのみ．
　2貫目8時30分置……観測開始以來最初の素目らしい紅娼が見られナこ．邸ち，上述ぜる北
牛球に突登ぜる大黒黒群が西縁上に
來り，：大山熔が豫想されたが果して
スリットを西北縁に當てがった塵，
C線上に輝く2黙を認めたので，徐
うに開闘環を回韓さぜてスリットを
i膿げて見ると，見える見える，素晴
らしい噴出歌の紅焔が，恰も，工揚
の煙突からモクモクと吐き出される
黒煙の如き白田で燃え立ってるるで
｝よなし、カ・，　基音区｝ま2イ旨ミとなり，　上方
で北方に流れてみる．．誠に雄大なも
のである．午後今一度攣化を観測す
べく二半してみたが曇天となってし
まつナこ．　（第1圖滲照）
　13日，　14日・・・…　岳天．
　15日……本日は静止状の大きいの
を北西縁に認む，稽小さき同型のも
のが西線にも見られナこ．（第2圖）（9
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　17日（8時55分）……本目より，位置角を示す：方位盤を取付け，位置角の濁、測が便となる．
‘東一紙40。及1西縁南45。に共に欝止駅の小さきものあり．
　18日（7時24分）……東縁北20。に噴出状，西縁南45。に瀞止駅紅沼あり．但し，後者は
昨日のものど同一と思考さ弓・前者は16時20分の再観測に際し観測せるものにして，恰
も，風になびく柳の大樹の如き形駅を示せり．（第3圖）
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　19日，　20日・・・…　曇及雨，
　21日（16時50分）……束縁南40。にア1チ形の静止｝伏紅焔あり，相當美事なものであっ
ナこ．　（第4圖）
　22日，23日……欠測．
　24日（15時20分）……炉縁南5。の所に1ケ，西縁南40。，60。，80。に各小紅焔あるのみ．
25日　　28H……曇天及久測（12日西旧せる大黒黒占はこの間に再出現し7こ模標で，從っ
て，これに興隆した大紅燭も束縁出現は見る事が出來なかっナこ）．
29日⑲時2G発）……束飴興38。に静止状の大物矯が見られ，非常に光輝強く，スリヅト
を，一帯全形が見られる桝屋ケくしても，相當明瞭に認め得る位輝かしいもので，恐らく
明日も観測し得る事と副手される．（第5圖）
　30日……豫想逼り，昨日の大紅紹は殆んど岡じ位置（但
し太陽赤道の南傾ぜる爲，梢南へ寄る）に見られナ：．本日
は快晴の爲，この大紅焔の光輝一しほ明るい．但し艀止朕
である鉾，形朕に大差はない．午後も大差を認めず．（第6
圖）今1っ，西縁南180の位置に，上述のものに比し，光
輝はグッと勝いが，奇妙なア1チ形の噴出状半弓あり，短
時聞の弓形を豫博して歎回に障り蓮績観測を行ふ．
　（9時15分〉……典型的なS．　1．チ型基部2本
　（13時15分）……上部は千切れて南方へ飛び，且，上方へ
援力；る．彩暦とは糸琶線．（第7圖）
　（14蒔25分野……最早や紅畑らしき物を認めず，完全に溶
失す．
　西緻北45。に小紅焔あり．（以上）
　補註　1）位置角は，
　2）
　3）
紅畑及小型の紅畑は清失する下れあり．
　4）　紅畑は，近來Pettitにより，
辱懲
A＞盤＿一
　　　　gE　Js　rA
???『B
祭??評、
　　，8　TU．J　．lo
L　剣
　　　　　　太陽神経緯度肝を使用して修正濟め値なり．
観相劣悪なる場合は紅畑の正しき形状を捕捉し難く，観測を中維せる場合あり．
淡雲（拳雲，巻層雲の如き）蔽ひたる場合，葦戸非常に見難くなり，從って高光の
　　 　　　　　　　　　　　　活動性，噴出状，黒類型，龍巻性，静止駄の5糎類
に細別され．爾今一層細分類されんとしてみるが，筆者は，當分紅嬬凝測に熱達する麹，
山前通り，噴出射犬，解止獣の2種類を使用するものとす，　　　一18－9－30一
　新豊星の巴鴨年末，コペンハ1ゲンからの電報によれば，的野オハヨ州の
アマチュア天文家ペルテヤは，水瓶座に一新彗星を嚢見した由．十二月17日の
概略位置は，赤経23h20m，赤緯一16。で，西北へ徐行してみる．光度駐7級．
詳細は本訴急報を見られよ．（1943－12－21）
